
定例記者会見 市長原稿 

令和７年７月８日（火） 

午前 10時 00分 

全員協議会室 

 

○冒頭挨拶 

・ おはようございます。 

・ それでは定例記者会見の冒頭にあたり、何点かお話しさせていただき

ます。 

 

・ はじめに、先週６月３０日に神奈川県が公表しました県立中井やまゆ

り園の元利用者の死亡事案に係る検証チーム報告書についてです。 

・ この報告書は、本事案が発生に至った要因を検証し、課題と再発防止

策をまとめたもので、本市も検証チームの一員として参画してきまし

た。 

・ 今回の検証を通じて、この痛ましい結果については、さまざまな要因

が重なったこと、関係機関のそれぞれが責任を担っているとの認識と

再発防止に向けた取組をしっかりと行っていくことを互いに確認し

たところです。 

・ 本市は、元利用者及び父母の家庭での生活の非常な困難さを認識した

上で、関係機関と連携して、障害福祉サービス利用の提案など、父母

の意向を確認しながら支援を行ってきましたが、具体的な改善に結び

つけることができず、結果として本事案を防ぐことはできませんでし



た。 

・ この事実を真摯に受け止め、今後は二度と同じような事案が発生しな

いよう、障がい者の方の支援に当たっては、当事者やご家族の目線に

立って考え、関係機関と連携しながら、必要な支援の提供に努めてま

いります。 

 

・ 次に、現在開催されている 2025年日本国際博覧会（「大阪・関西万博」）

における、本市の観光プロモーションについてです。 

・ ８月５日（火）から 14日（木）までの期間で、日本忍者協議会が実施

する「日本忍者フェスティバル」のポップアップステージにおいて、

神奈川県及び小田原市観光協会と本市の３者協定に基づき、「風魔忍

者ショー」及び「観光プロモーション）」を実施いたします。 

・ インバウンドにも人気が高い「風魔忍者ショー」は、約 20人の演者が

忍者に扮しパフォーマンスを披露します。また、「観光プロモーション」

では、本市を含む県内全体の誘客を促進するため、来場者参加型のク

イズや２年後の令和９年（2027 年）に神奈川県で開催される

「GREEN×EXPO2027」の PRを予定しております。 

・ 実施日や時間などの詳細については分かり次第、ホームページ等でお

知らせいたします。 

・ また、８月以降の約一カ月間、JR 東海新大阪駅構内に設置される PR



コーナーにて本市の観光 PRを行います。 

・ これは、平成 30年から令和３年まで JR東海小田原駅長を務め、現 JR

東海新大阪駅長の酒井 英樹駅長とのご縁で実現したものです。 

・ 具体的には、小田原市観光協会と連携して、新たに本市の PR ポスタ

ーを制作して掲示していただく予定でおります。 

 

・ 次に、本日、こゆるぎ通信を卓上配布させていただいておりますが、 

昨年度から連続で開催している「持続可能な地域社会のデザイン」に

ついてです。 

・ こちらは、今年度策定する第１期実行計画において、特に市民の皆様

とイメージの共有が必要と考えられる分野の有識者をお招きし、国内

外の先進事例や課題解決の視点を多くの方々と共に学ぶとともに、本

市が目指すまちづくりの方向性をご理解いただくために開催してい

るものです。 

・ 第６回となる今回は、８月 13日（水）午後２時 15分から、生涯学習

センターけやきにおいて「まち歩きで出会う、小田原の魅力」と題し、

長く本市の観光に携わっていただいている（公社）日本観光振興協会

総合研究所の顧問を務める 丁
ちょう

野
の

 朗
あきら

氏をお招きし、まち歩き観光を

テーマに、小田原の多彩な地域資源をつないで回遊できる観光スタイ

ルの確立について学びます。 



 

・ 以上で冒頭のご挨拶とさせていただきます。本日もよろしくお願い

します。 


